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The 　late　Professor　Juichiro　Matsumote

　　　　　　（1920〜2000）

松本重一郎先生の ご逝去 を悼む

　日本水産学会名誉会員 ， 上智大学名誉教授松本重一郎博士は平成 12年 5 月 19 日東京 目黒の 自宅｝こお い て逝去され

ま した 。 享年79 歳で したe

　先生 は 大正 9年 （1920年）12月 8 日大阪市 で お 生 ま れ に な り，昭和 17 年第二 次世界大戦 の さ な か 東京帝 国 大学理

学部化学科 を ご卒業後，海軍技術大尉 と して従軍 され ま した。戦後，東京帝国大学大学院 で再 び 研究生活に戻られ ま し

た。その 後，農林省水産試験場 （後 の 水産庁東海区水産研究所）を 経 て，昭和 37 年理 工 学部創設 と 同時 に 上智大学教

授 として 赴任 されま した。昭和 62 年 に上智大学 を退任 されるまで，水産化学 の 研究を続け て こ られま した。また，在

職中 に は 九州大学農学部，京都大学農学部，お 茶の 水女 子 大学家政学部等 の 講師を併任 されま した。その 後，18 年間

に わ た り森村学園 の 理 事長と して ， 若い 人 た ち の 指導に努め て こ られ ま した 。

　先生 は 水産化学 の 分野 に お い て 多 くの 業績 を挙 げ て こ られ ま した 。 特に 東海区水産研究所 の 時代に 始め られ た イ カ類

筋肉 タン パ ク 質の 研究で は数多 くの 成果を挙げ て お られ ま す。ま た 上 智大学 に 移 られ て か らは ， 魚肉 タ ン パ ク 質の 冷凍

変性機構 の 解明を手始め に，魚肉タ ソ パ ク 質の 熱変性機構 の 解明，さらに そ れ を発展 させ 魚肉練 り製品 の ゲ ル 形成機構

に 関 す る研究 を 行 い ，基礎 か ら応用の 各分野 で 多大な貢献 を して こ られま した。また，本学会 に お きま して は 評議員，

編集委 員長 な ど を歴 任 し斯界 の 発 展 に 尽 力 さ れ ま し た 。こ れ ら の 業績 に よ り昭和 35 年度 日本水産学会賞 ， ま た 昭和

56 年度 に は 日本水 産 学 会功績賞 を 受賞 さ れ ，平成 3 年 に 同 学会 の 名誉会員 に推挙 さ れ て おります。

　先生 は上 智大学 理 工 学 部化学 科 で 水 産化学 の 研究 を進 め る異色の 研究者 で した が，食品生化学分野 をよ り充実させ た

い との
一

念 で，研究教育 に清熱 を 燃 や し，多 くの優れ た 人材を 世 に送 られ ま した 。 厳 しい 中に もユ ーモ ア に 富ん だ 話 し
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ぶ りに 数多 くの 後輩や学生 が 慕 っ て 集まり， 親 し くお 話 しを させ て 頂 くの が常で した 。 今年末 に 80 歳 に な られ る折 り

に 開催 を予定 されて い た卒業生 との 集まりを楽 しみにされ て い る最中 ， 5 月 に急逝 され ま した 。

　 こ こ に松本重
一

郎先生 の 生前 の ご業績を称え，謹ん で 哀悼の 意を表 します 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （土屋隆英 ， 上 智大学教授）
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